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１．緒言 
 本研究では，『高校生時代のキャプテン経

験をどう語るのか』というリサーチ・クエ

スチョン（Research Question:以下 RQ）を

設定し，質的にアプローチし，発展継承可

能な仮説的知見を導き出すことを目的とし

た． 
２．方法 
 インタビュー調査の対象となったインフ

ォーマント（Informant：情報提供者．以

下．Inf.）は，高校生時にキャプテンを務め

た経験がある 6 名（Inf.A～F）であった．

インタビューマニュアルを基に，1 人あた

り 30 分から１時間程度（1 対 1 形式）の半

構造化インタビューを実施した． 
３．結果と考察 
 本研究では，上記の RQ の下，質的にア 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
プローチした結果，「キャプテン経験者は，

周囲からキャプテンとして承認される一方

で，自分がなすべき役割を理解できず，周

囲から指摘を受けるに至る．そのため周囲

から見られている意識が芽生え，自分の役

割を全うしようとすることが，人格の深ま

りを経験することにつながり，これらの歩

みを意味づけるものとして語る」という仮

説的知見を導き出した．(Fig.1 参照) 
４．まとめ 
キャプテン経験者は，周囲から指摘を受

けることで，周囲から「見られている意識

が芽生える」ことによって，キャプテンと

して自覚が芽生え，自分の役割を全うする

ことで人格が深まっていく経験をするとい

うことが明らかとなった．  
 



 


